
図1 研究概要

内容：

悪性腫瘍（肺、大腸、肝臓）を中心とした胸腹部疾患の早
期発見と適切な治療管理による重症化予防の実現を目指し，
マルチスケール・マルチモダリティ画像を用いた胸腹部疾患
の本態解明に挑み，これに基づく高度知能化したコンピュー
タ診断支援システムを研究開発する．

(1)基礎研究「放射光を利用したミクロレベルの形態やがん病
態の観察と解明」：3次元ミクロからマクロの構造を高精度に
抽出して時空間的な変化を定量的に捉える手法と病態の特
性を定量的に表現する手法を開発する．

(2)開発研究「CT画像を用いた胸腹部疾患の診断・治療支援
技術の研究開発」：悪性腫瘍を中心に胸腹部疾患の病態に
関連する普遍的な知見を発掘する手法の開発，罹患ハイリ
スクグループの層別化，進展の定量化，鑑別•予後予測技術
を研究開発する．

(3)実用化研究「胸腹部疾患のコンピュータ診断支援システ
ムの開発」：マルチスケール・マルチモダリティ画像入力から
病変の呈示に至る処理をインタラクティビティの高い表示方
法でシームレスに実行するシステムを開発する．
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